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ì	
〈水俣〉と出会う	

埼玉大学水俣合宿の取り組みから	

1	

自己紹介�

お話したいこと�

ì	
「出会う」ことについて�

水俣病との出会い�

ì 

ì 

ì 

「出会う」とは？�

ì 

ì 

安藤聡彦（埼玉大学）
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安藤の場合；公害の時代に生まれて�

ì 

ì 

ì 

障がいを有する同世代の連中との邂逅�

１冊のパンフレットとの出会い�

ì 

ì 

2003年12月、田中先生死去�

ì 

ì 

ì	
やってみる！�

スタートは2005年9月�
「水俣に行くぞ！」というかけ声のもと、15名の学生さんたちが集
まってきた。	
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ì	
最初から「想定外の学び」の世界へ� 中原八重子さんとの出会い�

ì 

ì 

渡会真琴さんの総括文� 渡会真琴さんの総括文	

「伝えたいぬくもり」作詞・作曲　渡会真琴�

戸惑う心ばかりを 見ていた 

戸惑う心が すべてを不安に変えてた 

でも 出会う人 出会うもの 出会う景色 が ひとつひとつ 

そっと私の 心の中に 灯を灯してくれた 

あなたの手は とても 温かかった 

あなたの手は とても 温かかった 

そこに繋いだ あなたの手 と 私の手の中 

ほんの少しの 小さなぬくもり 

その 小さなぬくもり を 伝えることから はじめようと思った 

「生の水俣」を表現する�
2009年3月には中原さん母子をさいたま市にお招きし、約100名の観
客のまえで構成劇を行った。	
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ì	
こうして水俣合宿は始まった�

ì	
積み重ねてきたこと�

水俣合宿のかたち�

ì 

ì 

ì 

ì 

ì 

水俣合宿の１年�

ì 

ì 

ì 

ì 

ì 

「私にとっての水俣で学ぶ意味」（2017年度説明PPTより）	

ì  聞き取り	

　水俣病によって影響された人々と同じ空間で、その場の空気を感じ、お話や語り部さんの
心境をより正確に捉えることができる。	

ì  街歩き	

　水俣病事件に関係する場所を実際に見ながら話を聞き、臨場感が湧いてくる。	

ì  とんとこ漁	

　漁師さんの生活の一端に触れることができ、おいしい魚ときれいな海を楽しむとともに、自
分と自然の関係性を見つめ直すチャンスにもなる。	

ì  水俣に泊まること	

　現地の方との意外な出会いがある。また、仲間と話をする時間がたっぷりあり、自分のこ
とをより深く捉え直す機会にもなる。	

事前学習会�

ì 

ì 

ì 

ì 

ì 

ì 

ì 
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例）2014年度のスケジュール�

8/19（火）	 8/20（水）	 8/21（木）	 8/22（金）	

午前	

755　羽田空港発 
945　鹿児島空港着　
→　レンタカーで水
俣へ 
 
1200　まつぼっく
りで昼食 

830-900　相思社朝
MTGで自己紹介 
 
930-1100　生駒秀
夫さんのお話 
 
昼食 

930　丸島新港発 
 
不知火海にてトントコ
漁 

900-1000　相思社水
俣病考証館見学 
 
1100-1200　JNCの
見学 

午後	

1300　相思社着 
 
1500-1630　上野
真実子さんのお話 
 
買い出し 

1400-夕方　中原八
重子さんと出水市名
護地区を歩く 

黒島（無人島）にて
BBQ 
 
1600　丸島新港帰着　
→　湯の児温泉 

昼食 
 
1300-1700　水俣市
内の町歩き 

夜	
BBQ@相思社 
 

中原さんと夕食をつ
くって会食 

夕食後、遠藤さんの話
を聴く会＋ふりかえり 

2035　鹿児島空港発 

2016年度合宿の風景�

たくさんの方々にお話いただき議論してきました� あらゆる機会をとらえて語り合う�

超人気は不知火海でのトントコ漁� ごはんは合宿の土台�
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事後学習会�

ì 

ì 

ì 

総括文のタイトル�

ì  「「犠牲のシステム」としての水俣と沖縄」	

ì  「私が、今、水俣を学ぶ意味」	

ì  「どう生きるのか、を考え続ける」	

ì  「今、僕は何を問えばいいのだろう；他者の経験の深い理解のた
めに」	

ì  「水俣合宿とともに課題をもって生きる」	

ì  「伝える」	

ì  「水俣学習会の意義とは？；「固有名詞で紡がれる共同学習」の
楽しみ」	

ì  「我々はどこへ行くか；自分自身の価値観を問う」	

水俣学と自分学�

水俣合宿が行ってきたこと�

ì 

ì 

ì 

ì 

ì 

ì 

ì 

つながりながら生きる�

ì	

〈人間−環境〉系	 人間形成システム	

伝統社会	
（狩猟採集社会／
農耕社会）	

	
濃密	

	
フィールドでの学び	

	
工業化社会	

希薄化・切断	
↓↑	

公害・環境問題の拡大再生産	

学校教育システム	
↓↑	

敵対的競争/自己喪失	

新しい学	 水俣学	 自分学	

	
ポスト工業化社会	

	
再構築	
	

		
再環境化	

水俣合宿の位置�

水俣合宿	
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これからのこと�

水俣合宿の危機�

ì 

ì 

ì 

ì 

今後の課題�

ì 

ì 

ì 

ì 

ì 

水俣−チェルノブイリ−福島をつなぐ�

水俣−チェルノブイリ−福島をつなぐ	 おわりに�

ì 

ì 

ì 




